






















研究の要約

具体的な各国母子保健情報の提供を行うという目的の第一歩として、実現可能性を考慮し

た上で最もニーズの高い各国別の予防接種情報を入手し、得られた情報を整理し、適切に

提供する方法を確立しようと試みた。

調査は 1993 年 3 月から 7 月の期間にアンケート方式で行い、外務省大臣官房福利厚生室

と青年海外協力隊事務局の協力の下に 60 カ国の予防接種状況を得た。予防接種アンケー

ト票は BCG、ポリオ、DPT(三種混合)、麻疹など個別の予防接種体制に関するもの、予防

接種証明書や予防接種事故などに関するもの、日本人に対する予防接種の推薦の度合いな

ど 31 項目の質問から構成された。

今回の調査結果を予防接種情報の各国別のファイル形式で整理した。また、医学的情報は

医師や看護婦といった保健医療専門職から直接入手するのが最も信頼できることが判明し

た。海外保健情報の提供機関は一般的かつ客観的な情報を印刷物で提供するとともに、主

観的な情報は個別に相談相手の背景などを考慮しながら提供していく必要があると思われ

た。とくに個別相談の場では、各国別にファイルされた形式の予防接種情報が非常に有用

であったので、次年度に作成予定の母子保健情報も各国別ファイル形式でまとめるべきで

あろう。また、外務省や海外青年協力隊といった在外機関の協力は不可欠であり、ことに

情報の更新作業は在外機関の協力なしには現実的に不可能であると思われた。

また、主観的情報源としては、すでに赴任地から帰国したから家庭からの具体的な情報は

重要であり、今後は保健医療関係者からの情報とともに一般の人からの主観的情報も合わ

せて収集、分析する必要があろう。


